
10 月から10 月から ““IP 電話機IP 電話機”” を交換しますを交換します！！
～～ 「便利な生活」「便利な生活」 とと 「情報伝達機器の進歩」「情報伝達機器の進歩」 ～～

懸案課題の解決懸案課題の解決

①　放送端末を役場庁舎及び町内ＩＰ－

ＢＯＸ内に設置しているため、津波に

よる設備の浸水、地震による停電など

で情報伝達手段が途絶される可能性。

②　防災情報等の取得手段は、屋外拡声

器と自宅に限定。

情報伝達方法のイメージ図情報伝達方法のイメージ図

　現在、各世帯・事業所・学校などに設置しているＩＰ電話機（“ＩＰ”）は、国の交付金等約９億円を投じて整備し、現在、各世帯・事業所・学校などに設置しているＩＰ電話機（“ＩＰ”）は、国の交付金等約９億円を投じて整備し、

平成 23 年４月の運用開始から 10 年が経ちました。平成 23 年４月の運用開始から 10 年が経ちました。

　このＩＰ電話システムの保守期限は令和３年度末で終了するため、今後、機器の故障が発生した場合には、無　このＩＰ電話システムの保守期限は令和３年度末で終了するため、今後、機器の故障が発生した場合には、無

料電話機能や町の行政情報・緊急防災情報など町民の皆さんへの重要な情報の配信伝達が停止する可能性があり、料電話機能や町の行政情報・緊急防災情報など町民の皆さんへの重要な情報の配信伝達が停止する可能性があり、

その解決が課題とされてきました。その解決が課題とされてきました。

　町では、今年度の国の農山漁村地域整備交付金の採択が決定したため、令和４年１月の運用開始を目指して、　町では、今年度の国の農山漁村地域整備交付金の採択が決定したため、令和４年１月の運用開始を目指して、

約１億７千万円の事業費で新しいＩＰ電話システムの整備を行うことになりました。約１億７千万円の事業費で新しいＩＰ電話システムの整備を行うことになりました。

　今回はＩＰ電話システムの情報伝達の仕組みや新しいＩＰ電話システムの特徴などについてお知らせします。　今回はＩＰ電話システムの情報伝達の仕組みや新しいＩＰ電話システムの特徴などについてお知らせします。

現行システムの課題現行システムの課題

➡➡
①　個人情報を管理する機能（サーバ）を町外に設置して浸水

や停電等の災害への強靭化。

②　役場庁舎内の専用放送端末のほか、インターネットに接続

可能端末など場所を問わず情報配信が可能となり、停電時な

どの迅速かつ正確な情報伝達が可能。

③　情報管理の安全性が向上し、行政業務の継続性が確保。

④　スマートフォン等の所有者は、専用プログラムの追加によ

り電波エリア圏内の海上・船上、町外でも緊急・防災情報を

瞬時に受信可能。

⑤　漁港等に定点カメラを新設し、防災・減災対策を強化。

新システムの特徴新システムの特徴

××

※　　　は新たに追加された機能

　緊急時のほか、平常時の　緊急時のほか、平常時の

気象警報の周知、町民の安気象警報の周知、町民の安

否確認など役割は多岐にわ否確認など役割は多岐にわ

たります。特に、厳しい四たります。特に、厳しい四

季の気象条件下での一方向季の気象条件下での一方向

型の屋外拡声器の機能発揮型の屋外拡声器の機能発揮

低下や短所を補う双方向型低下や短所を補う双方向型

の機能が重要です。の機能が重要です。

　点在する集落の情報伝達　点在する集落の情報伝達

機能の向上は、町民の安全・機能の向上は、町民の安全・

安心な生活の維持に不可欠安心な生活の維持に不可欠

な行政情報機能設備です。な行政情報機能設備です。

新ＩＰ電話機のメリット新ＩＰ電話機のメリット

「ＩＰ電話機交換」の情報は、

町広報で連載する予定です。

№ １№ １

特特　集集

町内光ファイバー網（有線） インターネット回線（無線）
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肉
屋
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作
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思
い
、
羊
飼
い
を
探
し
て
い
た
時

に
皆
川
さ
ん
を
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介
し
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頂
き
ま
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広
大
な
積
丹
町
の
放
牧
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に
感
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し
て
志
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し
ま
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た
。

地域おこし協力隊地域おこし協力隊
活活  動動  日日  誌誌

　“　“地域おこし協力隊”は、町外から人材を受け入地域おこし協力隊”は、町外から人材を受け入

れ、さまざまな町の活性化活動を通じて定住・定着れ、さまざまな町の活性化活動を通じて定住・定着

を図り、地域力の維持・強化を目指す国の地方創生を図り、地域力の維持・強化を目指す国の地方創生

支援制度です。支援制度です。

　現在、積丹町では４名の地域おこし協力隊が活　現在、積丹町では４名の地域おこし協力隊が活

躍しています。躍しています。

　各隊員の現在の活動内容や今後の目標について　各隊員の現在の活動内容や今後の目標について

紹介します。紹介します。
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へ
の
給
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刈
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、
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③
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後
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今
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礎
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学
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来
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と
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ま
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と
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っ
て
い
ま
す
。

（上）：田村さん（下）：皆川さん

懸案課題の解決懸案課題の解決
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